
阿南市物産館・観光案内所
阿南市は、豊富な海の幸、
山の幸に恵まれています。
自然の味がたくさんつまった
お土産を揃えています。

○営業時間／10:00～22:00
　（物産館は、10:00～17:00）
○休業日／月曜日（祝日の場合は火曜日、
　　　　　　　       12月29日～翌年1月3日）
○問合せ／電話0884-24-3141

面面
子
に
拘
り
、
暴
走
。
自
爆
し
た
新

子
に
拘
り
、
暴
走
。
自
爆
し
た
新

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

最
大
の
暴
走
は
、
新
ホ
ー
ル
。
飯
泉
前
知

事
ホ
ー
ル
の
「
建
設
費
半
減
」
公
約
に

固
執
。
予
算
一
六
ニ
億
円
で
入
札
し
た
が
、

ゼ
ネ
コ
ン
に
相
手
に
さ
れ
ず
二
回
続
け
て
入

札
不
調
。
予
算
増
額
に
踏
み
切
っ
た
。

「
ホ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ
は
い
つ
で
き
る

の
か
」
の
声
に
、
ア
ス
テ
ィ
徳
島
の
改

修
計
画
が
浮
上
。「
過
去
に
一
度
検
討
し
、

断
念
し
た
は
ず
。
本
気
か
」
と
県
庁
内
は

場
当
た
り
計
画
に
半
信
半
疑
だ
。

あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
も
入
庁
予
定
者
に

キ
ッ
ザ
ニ
ア
の
よ
う
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化

構
想
を
吐
露
。「
ま
た
思
い
付
き
か
。
口
が

軽
過
ぎ
る
。
そ
ん
な
金
、
ど
こ
に
あ

る
の
か
」
と
県
議
ら
を
呆
れ
さ
せ
た
。

新
ホ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ
新
設
、ア
ス
テ
ィ

徳
島
改
修
、あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
構
想
。
事
業
化
さ
れ
た
り
漏
れ

聞
こ
え
る
施
設
整
備
構
想
に
は
大
風
呂
敷

を
広
げ
た
砂
上
の
楼
閣
感
が
漂
っ
て
い
る
。

なな
り
ふ
り
構
わ
ぬ
、「
Ｇ
Ｏ　

り
ふ
り
構
わ
ぬ
、「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
勧
誘
活
動

Ｔ
Ｏ　

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
勧
誘
活
動

国
際
戦
略
で
は
、「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

Ｋ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
勧

誘
活
動
が
顰
蹙
を
買
っ
て
い
る
。
ま
る
で

韓
国
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
、
イ
ー
ス
タ
ー
航
空
の
営

業
マ
ン
に
成
り
下
が
っ
た
か
の
よ
う
だ
。

知
事
自
ら
が
企
業
・
団
体
関
係
者
に

声
を
掛
け
て
い
る
。「
知
事
か
ら
二
回
、

三
回
と
『
韓
国
に
行
っ
て
よ
』
と
言
わ

れ
た
。
断
り
切
れ
ず
、
仲
間
で
観
光
旅

行
に
行
き
ま
し
た
」（
団
体
関
係
者
）。

県
職
員
も
旅
行
会
社
社
員
の
よ
う
に
企

業
に
勧
誘
電
話
を
か
け
て
い
る
。「
県
職
員

か
ら
『
会
社
の
研
修
旅
行
で
韓
国
に
行
き
ま
せ

ん
か
』
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」（
会
社
社
長
）。

高
校
生
も
勧
誘
活
動
に
使
わ
れ
た
。

「
修
学
旅
行
は
韓
国
へ
」
と
知
事
自
ら
が

発
言
し
た
動
画
を
撮
影
さ
せ
、
校
長
に

見
せ
さ
せ
る
な
ど
、
韓
国
旅
行
勧
誘
の

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
使
っ
た
。

まま
る
で
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
る
営
業
マ

る
で
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
る
営
業
マ

ン
、
疑
問
呼
ぶ

ン
、
疑
問
呼
ぶ
イイ
ー
ス
タ
ー
航
空
へ
の

ー
ス
タ
ー
航
空
へ
の

肩
入
れ

肩
入
れ

高
校
生
を
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
使
っ
て

ま
で
イ
ー
ス
タ
ー
航
空
を
活
用
し
た

韓
国
旅
行
の
勧
誘
に
奔
走
す
る
知
事
と
県

職
員
。
そ
の
姿
は
ノ
ル
マ
達
成
に
追
わ
れ

る
営
業
マ
ン
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

ノ
ル
マ
と
し
て
推
測
さ
れ
る
の
が「
搭
乗
率
」

だ
。「
搭
乗
率
が
採
算
ラ
イ
ン
を
下
回
っ

た
ら
、撤
退
す
る
」
と
イ
ー
ス
タ
ー

航
空
か
ら
撤
退
条
件
を
突
き
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

県
と
イ
ー
ス
タ
ー
航
空
は
昨
年

五
月
と
八
月
、
路
線
の
開
設
と
維

持
に
関
し
覚
書
と
協
約
を
締
結
し

て
い
る
が
、「
ノ
ル
マ
や
撤
退
条
件

を
明
示
し
た
文
書
は
存
在
し
な
い
」

（
観
光
誘
客
課
）
と
説
明
す
る
。

も
し
ノ
ル
マ
や
撤
退
条
件
が

存
在
し
、
知
事
や
職
員
が
ノ
ル

マ
達
成
に
走
り
回
っ
て
い
る

な
ら
、
知
事
や
職
員
は
イ
ー
ス

タ
ー
航
空
の
営
業
マ
ン
だ
。
徳

島
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
県
民
の

営
業
マ
ン
」
で
は
な
い
。

飛
行
機
は
交
通
手
段
だ
。
県
が

進
め
る
国
際
戦
略
が
飛
行
機
を

満
杯
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
な
ら
、
本
末
転
倒
だ
。
現
在

の
知
事
や
職
員
の
姿
は
ま
る
で
イ
ー

ス
タ
ー
航
空
の
徳
島
県
庁
支
店
だ
。

覚
書
や
協
約
に
は
「
人
的
・
物
的
・
商
業

的
交
流
の
拡
大
」
を
謳
っ
て
い
る
が
、
ど

れ
だ
け
の
効
果
が
出
て
い
る
の
か
。「
Ｌ
Ｃ

Ｃ
で
韓
国
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」
だ

け
で
は
公
費
投
入
の
意
味
が
な
い
。

見
え
て
こ
な
い
徳
島
に
し
か
な
い
レ

ガ
シ
ー
づ
く
り

五
期
二
十
年
の
飯
泉
前
県
政
は
「
失
わ

れ
た
二
十
年
」
だ
っ
た
。
マ
ラ
ソ
ン

や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
県
民
受
け
す
る
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
公
費
を
濫
費
。
徳
島

に
し
か
な
い
レ
ガ
シ
ー
を
残
さ
な
か
っ
た
。

飯
泉
県
政
を
批
判
し
、県
政
改
革
を
訴
え
、

知
事
に
当
選
し
た
後
藤
田
氏
だ
が
、
や
っ

て
い
る
こ
と
は
飯
泉
前
知
事
と
似
た
り

寄
っ
た
り
。
大
風
呂
敷
は
広
げ
る
が
、
徳

島
し
か
な
い
魅
力
づ
く
り
の
視
点
が
な
い
。

ホ
ー
ル
や
ア
リ
ー
ナ
の
整
備
を

打
ち
出
す
が
、
日
本
は
い
ま
や

「
ホ
ー
ル
列
島
」「
ア
リ
ー
ナ
列
島
」。

至
る
と
こ
ろ
で
整
備
計
画
が
進

み
、
集
客
や
交
流
を
目
的
と
し
た

過
当
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ホ
ー
ル
や
ア

リ
ー
ナ
を
整
備
し
、
過
当
競
争
に
参

入
す
る
の
も
選
択
肢
だ
が
、
ホ
ー
ル

や
ア
リ
ー
ナ
の
数
百
億
円
の
予
算
を

活
用
し
、徳
島
に
し
か
な
い
レ
ガ
シ
ー

づ
く
り
に
叡
知
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

「
世
界
に
徳
島
に
し
か
な
い
魅
力

溢
れ
る
レ
ガ
シ
ー
が
あ
れ
ば
、
国

際
便
が
飛
ん
で
な
く
て
も
、
世
界

中
か
ら
徳
島
に
人
が
や
っ
て
き
ま

す
。
現
存
す
る
資
源
の
Ｐ
Ｒ
も
下

手
で
す
」（
観
光
業
界
関
係
者
）。

「「
知
事
ロ
ス
」
現
象
が
瓦
解

知
事
ロ
ス
」
現
象
が
瓦
解
を
招
を
招

くく
県
民
と
の
信
頼
関
係

県
民
と
の
信
頼
関
係

国
際
戦
略
優
先
で
ソ
ウ
ル
、
チ
ェ
ジ
ュ
、

香
港
、
バ
ン
コ
ク
を
飛
び
回
る
後
藤

田
知
事
。
当
然
県
内
の
地
方
自
治
や
県
庁

の
組
織
運
営
は
二
の
次
、
三
の
次
。「
知
事

ロ
ス
」
現
象
が
相
次
い
で
い
る
。

町
制
施
行
記
念
な
ど
市
町
村
の
公
式
行

事
の
ド
タ
キ
ャ
ン
、
消
防
操
法
大
会
な
ど

県
主
催
行
事
の
欠
席
な
ど
、相
次
ぐ「
知

事
ロ
ス
」
現
象
が
県
民
間
に
「
知
事
離

れ
」現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

知
事
は
選
挙
公
約
で
「
県
の
本
来

業
務
で
あ
る
『
広
域
・
補
完
・
総
合

調
整
』
の
役
割
を
果
た
す
」
と
も
っ

と
も
ら
し
い
題
目
を
並
べ
る
が
、
実

現
す
る
た
め
に
は
市
町
村
や
県
民
と

の
信
頼
関
係
が
不
可
欠
だ
。

相
次
ぐ
「
知
事
ロ
ス
」
現
象

は
「『
県
民
の
顔
色
を
見
る
』
と

い
う
公
約
は
何
だ
っ
た
の
か
。

私
た
ち
の
こ
と
は
ど
う
で
も
い

い
の
か
」
と
知
事
自
ら
が
そ
の

信
頼
関
係
を
崩
壊
さ
せ
て
い
る
。

「
消
防
操
法
大
会
は
県
内
の
消

防
団
が
二
年
に
一
度
集
ま
る
大

会
。
知
事
自
ら
が
災
害
対
策
の
最

前
線
に
い
る
消
防
団
に
防
災
の
心

構
え
を
語
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
欠

席
は
言
語
道
断
だ
」（
消
防
団
関
係
者
）。

嘘
っ
ぱ
ち
公
約
も
県
民
と
の
信
頼
関
係
を

氷
解
さ
せ
て
い
る
。
典
型
例
が
阿
波
病
院
存

続
問
題
だ
。
選
挙
で
「
建
て
替
え
る
」
と

公
言
し
た
が
、
結
果
は
吉
野
川
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
統
合
。
病
院
が
消
え
る
。

「
選
挙
期
間
中
、
病
院
駐
車
場
で
病
院
関

係
者
ら
約
三
百
人
に
訴
え
ま
し
た
。
結
果
は

言
い
っ
放
し
。約
束
が
実
現
で
き
な
い
の
に
、

何
の
説
明
も
な
い
。
言
葉
に
責
任
を
持
た
な

い
知
事
さ
ん
で
す
」（
関
係
者
）。

期期
待
外
れ
だ
っ
た
県
政
改
革

待
外
れ
だ
っ
た
県
政
改
革

場
当
た
り
公
約
の
化
け
の
皮
が

剥
げ
、
県
民
と
の
信
頼
関
係

が
次
々
と
瓦
解
す
る
後
藤
田
知
事
。

県
庁
内
の
統
治
能
力
欠
如
も
露
呈

す
る
な
ど
、
任
期
半
ば
で
早
く
も

賞
味
期
限
が
切
れ
始
め
て
い
る
。

県
議
会
最
大
会
派
の
自
民
党
県

議
ら
か
ら
も
、
事
業
者
が
決
ま
ら

な
い
新
ホ
ー
ル
な
ど
県
政
の
停
滞

に
つ
い
て
、「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
限
界
」

と
後
藤
田
知
事
へ
の
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
を
視
野
に
入
れ
始
め
て
い
る
。

野
党
県
議
間
で
は
新
し
い
知
事
候

補
探
し
が
動
き
出
し
て
い
る
。
県
政

改
革
を
掲
げ
颯
爽
と
デ
ビ
ュ
ー
し

た
後
藤
田
県
政
。
現
状
で
は
県

民
に
持
続
可
能
な
活
力
と
恵
み
を
も
た

ら
す
こ
と
は
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。

同
一
公
文
書
な
の
に
異
な
る
黒
塗

り
部
分

本
紙
は
今
年
五
月
二
十
八
日
、
後
藤
田

知
事
と
県
職
員
の
海
外
出
張
経
費
に

つ
い
て
、
公
文
書
公
開
請
求
を
行
っ
た
。

開
示
さ
れ
た
の
は
後
藤
田
知
事
と
知
事
に

随
行
し
た
職
員
の
経
費
文
書
だ
け
だ
っ
た
。

職
員
だ
け
が
海
外
出
張
し
た
経
費
文
書
が

非
開
示
だ
っ
た
の
で
、「
知
事
に
随
行
し
た

職
員
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
職
員
の
海
外

出
張
経
費
だ
」
と
念
を
押
し
、
八
月
二
十
五

日
、
仕
切
り
直
し
の
公
開
請
求
を
行
っ
た
。

五
月
と
八
月
の
公
開
請
求
で
は
同
一
文

書
が
開
示
さ
れ
た
。
今
年
一
月
に
香
港
出

張
し
た
北
川
航
空
戦
略
幹
（
当
時
）
の
旅

行
命
令
簿
兼
旅
費
請
求
書
だ
。
一
月
十
五

日
か
ら
十
八
日
ま
で
セ
ー
ル
ス
活
動
し
た
。

同
じ
公
文
書
が
二
回
開
示
さ
れ
た
の
に
、

黒
塗
り
さ
れ
た
部
分
は
違
っ
た
。
五
月
請

求
の
開
示
文
書
は
旅
費
金
額
が
開
示
さ
れ

た
が
、
八
月
請
求
の
開
示
文
書
は
旅
費
金

額
が
す
べ
て
黒
塗
り
だ
っ
た
（
写
真
）。

　

支
離
滅
裂
な
情
報
公
開
は
他
に
も
あ
る
。

八
月
の
公
開
請
求
で
開
示
さ
れ
た
旅
行
命
令

簿
兼
旅
費
請
求
書
だ
。
同
じ
香
港
出
張
な
の

に
、
村
上
副
知
事
の
旅
費
は
公
開
、
北
川
航

空
戦
略
幹（
当
時
）の
旅
費
は
黒
塗
り
だ
っ
た
。

職
員
の
旅
費
金
額
を
黒
塗
り
、
理

由
は
「
航
空
会
社
の
営
業
秘
密
に
あ

た
る
た
め
」

黒
塗
り
部
分
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
国
際

定
期
便
利
用
促
進
事
業
の
公
文
書
公

開
。
担
当
の
観
光
誘
客
課
は
黒
塗
り
理
由
を

香
港
便
運
航
の
グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
の「
営

業
秘
密
に
当
た
る
た
め
」
と
説
明
す
る
。

香
港
便
は
県
が
グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航

空
に
赤
字
補
填
の
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
運
航
に
要
し
た
経
費
か
ら
運
賃
収
入

を
差
し
引
い
た
額
だ
。
今
年
四
月
か
ら
始

ま
っ
た
香
港
便
限
定
の
赤
字
補
填
だ
。

赤
字
補
填
は
「
そ
ん
な
話
聞
い
て
い
な

い
」
と
県
議
会
が
反
発
。
こ
れ
ま
で
の
補

填
実
績
を
追
及
し
た
が
、
観
光
誘
客
課
は

「
グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
の
営
業
秘
密
に
当

た
る
」
と
の
理
由
で
開
示
し
て
い
な
い
。

黒
塗
り
公
開
も
そ
の
流
れ
だ
。
国
際
定

期
便
利
用
促
進
事
業
の
予
算
は
令
和
六
年

度
と
七
年
度
で
八
億
八
千
万
円
。「
旅
費
を

公
開
す
る
と
引
き
算
で
赤
字
補
填
額
が
推

計
さ
れ
る
」（
観
光
誘
客
課
）
と
の
論
法
だ
。

黒
塗
り
理
由
は
嘘
っ
ぱ
ち
の

で
っ
ち
あ
げ

「
出
張
旅
費
を
公
開
す
る
と
、
香
港
便

の
赤
字
補
填
額
が
推
計
さ
れ
る
」

と
公
文
書
の
黒
塗
り
公
開
理
由
を
説
明
す

る
観
光
誘
客
課
だ
が
、
そ
の
論
理
は
支
離

滅
裂
。
辻
褄
が
全
く
あ
っ
て
い
な
い
。

「
赤
字
補
填
額
が
推
計
さ
れ
る
」
と
い

う
な
ら
、
五
月
に
公
開
請
求
し
た
旅
費
文

書
も
黒
塗
り
に
す
べ
き
だ
っ
た
。
実
際
は

旅
費
金
額
を
黒
塗
り
せ
ず
旅
行
命
令
簿
兼

旅
費
請
求
書
を
公
開
し
て
い
る
。

「
職
員
の
出
張
旅
費
を
公
開
す
る
と
、

香
港
便
の
赤
字
補
填
額
が
推
計
さ
れ
る
」

と
い
う
論
法
そ
の
も
の
が
嘘
っ
ぱ
ち
だ
。

赤
字
補
填
は
「
補
助
金
」、
旅
費
は
「
事

務
費
」。
そ
も
そ
も
財
布
が
違
う
。

国
際
定
期
便
利
用
促
進
事
業
の
予
算
約

八
億
八
千
万
円
の
内
訳
は
、
補
助
金
が
七

億
七
、
三
七
六
万
円
、
委
託
費
が
六
、
四

四
〇
万
円
、
事
務
費
が
四
、
三
一
七
万
円

だ
。
赤
字
補
填
の
財
布
は
補
助
金
だ
。

補
助
金
の
交
付
先
は
航
空
会
社
や
旅
行
会

社
な
ど
。
旅
行
会
社
な
ど
に
交
付
さ
れ
た
補

助
金
額
が
開
示
さ
れ
た
ら
、
引
き
算
で
香
港

便
の
赤
字
補
填
額
が
推
計
さ
れ
る
が
、

旅
費
を
公
開
し
て
も
推
計
さ
れ
な
い
。

財
布
が
違
う
補
助
金
と
旅
費
を

無
理
や
り
リ
ン
ク
さ
せ
、
理
由
に

な
ら
な
い
嘘
っ
ぱ
ち
の
理
由
を

で
っ
ち
上
げ
、
黒
塗
り
公
文
書
を

公
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

明
ら
か
な
行
政
情
報
の
隠
蔽
だ
。

航
空
会
社
と
県
の
口
頭
の
や
り

取
り
で
決
ま
っ
た
赤
字
補
填

行
政
情
報
を
隠
蔽
し
、
赤
字
補

填
金
を
秘
匿
す
る
徳
島
県
。

そ
れ
は
赤
字
補
填
金
が
一
種
の
裏

金
だ
か
ら
だ
。
裏
金
を
配
達
す
る

の
が
徳
島
空
港
利
用
促
進
協
議

会
。
官
民
混
在
の
任
意
団
体
だ
。

グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
へ
の

赤
字
補
填
は
同
社
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
県
が
決
め
た
。
問
題

は
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
」。
同
社
か

ら
の
要
望
書
や
県
内
部
の
意
思

決
定
、
決
裁
文
書
が
存
在
し
な
い
。

口
頭
の
や
り
取
り
で
決
ま
っ
た
赤
字
補

填
。
金
額
は
知
事
が
決
め
る
。
金
は
県
が

協
議
会
に
補
助
金
と
し
て
支
出
。
協
議
会

が
航
空
会
社
に
渡
す
。
協
議
会
は
任
意
団

体
な
の
で
県
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。

予
算
化
さ
れ
た
合
法
的
な
裏
金
と

も
い
え
る
赤
字
補
填
。
観
光
誘
致
課

は
「
補
填
額
は
航
空
会
社
か
ら
経
費

資
料
の
提
出
を
受
け
て
積
算
し
て
い

る
」
と
説
明
す
る
が
、
情
報
公
開
で

は
資
料
は
一
切
開
示
さ
れ
な
い
。

補
助
金
を
分
配
す
る
徳
島
空
港
利

用
促
進
協
議
会

徳
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会

は
徳
島
空
港
の
利
用
促
進

を
目
指
す
任
意
団
体
だ
が
、
実

態
は
県
か
ら
も
ら
っ
た
補
助
金

を
民
間
に
分
配
す
る
補
助
金
ば

ら
撒
き
団
体
だ
。
事
務
局
は
県

庁
に
あ
り
県
職
員
が
仕
切
る
。

県
は
国
際
定
期
便
利
用
促
進

事
業
の
補
助
金
予
算
を
財
源
と

し
て
、
協
議
会
に
補
助
金
を
交

付
。
協
議
会
は
県
の
補
助
金
を

財
源
と
し
て
助
成
事
業
を
展
開
。

航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に
助
成

金
を
出
す
。

　

問
題
は
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

だ
。
県
、
徳
島
市
、
松
茂
町
の

ほ
か
、
徳
島
空
港
ビ
ル
㈱
、
日

本
航
空
㈱
、
全
日
本
空
輸
㈱
、

㈱
エ
ア
ト
ラ
ベ
ル
徳
島
、
㈱
徳

島
空
港
サ
ー
ビ
ス
、
日
本
通
運

㈱
、
徳
島
バ
ス
㈱
等
だ
。

自
治
体
や
航
空
会
社
、
旅
行

会
社
等
で
構
成
さ
れ
た
協
議
会
が
、
県
か
ら

補
助
金
を
も
ら
い
、
航
空
会
社
や
旅
行
会

社
等
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。補
助
金
の
分
配
団
体
と
も
言
え
そ
う
だ
。

任
意
団
体
を
ト
ン
ネ
ル
に

使
っ
た
補
助
金
の
ば
ら
ま
き

県
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
や
情
報
公
開

が
及
ば
な
い
任
意
団
体
を
ト
ン

ネ
ル
団
体
に
使
い
、
公
金
を
合
法
的

に
ば
ら
撒
く
の
は
飯
泉
前
知
事
お
得

意
の
錬
金
術
だ
っ
た
。
記
念
オ
ケ
で

は
約
十
一
億
円
を
ば
ら
撒
い
た
。

県
政
改
革
を
掲
げ
る
後
藤
田
知
事

だ
が
、
国
際
定
期
便
利
用
促
進
事
業

で
や
っ
て
い
る
の
は
飯
泉
前
知
事
の

二
番
煎
じ
。
任
意
団
体
を
ト
ン
ネ
ル

に
使
い
、
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
に

公
金
を
ば
ら
撒
い
て
い
る
。

「
透
明
度
Ｕ
Ｐ
」
を
掲
げ
る
後

藤
田
知
事
。や
る
気
が
あ
る
な
ら
、

グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
航
空
へ
の
赤
字

補
填
な
ど
七
億
七
、
三
七
六
万
円

の
補
助
金
予
算
の
使
途
実
態
を
公

開
し
、「
透
明
度
Ｕ
Ｐ
」
の
本
気

度
を
県
民
に
見
せ
る
べ
き
だ
。

生
活
保
護
費
の
国
庫
負
担
金
過
大
請
求
問
題
で
、
職
員
の
聞
き
取
り
調
査
資
料
を
市
議
会
百
条
委
員
会
に
提
出
し
た
徳
島
市
。「
個
人
情
報
を
黒
塗
り
し
た
い
」
と
資
料
返
還
を
申
し
入
れ
。「「
一
度
受
け
取
っ
た
資
料
を
返
せ
る
か
」」
と
百
条
委
員
会
を
激
怒
さ
せ
る
ド
タ
バ
タ
騒
動
。

イ
ー
ス
タ
ー
航
空
の
徳
島
‐
ソ
ウ
ル
定
期
便
。
高
校
生
を
巻
き
込
む
後
藤
田
知
事
の
営
業
効
果
か
、
年
間
乗
客
数
は
約
四
万
五
千
人
で
平
均
搭
乗
率
は
八
十
％
以
上
。
人
気
の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
が
、
韓
国
人
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
は
「「
徳
島
市
内
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
。
街
が
暗
い
」」
と
酷
評
。
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「
ハ
レ
ン
チ
予
備
群
」
は
他

に
い
な
い
の
か
。「
盗
撮
県
議
」

の
暗
躍
が
発
覚
し
た
徳
島
県
。

県
庁
や
県
内
自
治
体
関
係
者

に
は
、
人
生
が
暗
転
し
た
ど

こ
か
滑
稽
で
物
悲
し
い
「
ハ

レ
ン
チ
列
伝
」
が
数
多
い
。

　
「
盗
撮
県
議
」
は
ス
マ
ホ
の
操
作

音
か
ら
デ
リ
ヘ
ル
嬢
に
盗
撮
が
バ

レ
、
警
察
に
突
き
出
さ
れ
た
。
性

的
姿
態
撮
影
等
処
罰
法
違
反
の
疑

い
。
あ
っ
け
な
く
容
疑
を
認
め
、

他
の
撮
影
事
例
も
自
供
し
て
い
る
。

　

デ
リ
ヘ
ル
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、

徳
島
市
の
五
千
円
窃
盗
係
長
が

衝
撃
的
だ
っ
た
。
平
成
二
十
三

年
、
ホ
テ
ル
に
呼
ん
だ
デ
リ
ヘ

ル
嬢
の
財
布
か
ら
盗
ん
だ
。
係

長
は
デ
リ
ヘ
ル
嬢
を
標
的
に
し

た
常
習
窃
盗
犯
だ
っ
た
。

係
長
に
呼
ば
れ
た
デ
リ
ヘ
ル

嬢
の
財
布
か
ら
現
金
が
抜
か
れ

る
被
害
が
続
発
。
店
が
係
長
を

マ
ー
ク
。
現
場
を
押
さ
え
て
警

察
に
通
報
し
た
。
係
長
は
懲
戒

免
職
。
係
長
は
五
千
円
で
公
務

員
生
活
を
棒
に
振
っ
た
。

　

徳
島
県
の
農
林
水
産
部
長

も
五
千
円
で
失
職
し
た
。
パ

チ
ン
コ
店
で
精
算
機
に
あ
っ

た
五
千
円
を
窃
盗
。
警
察
も

公
表
し
な
い
微
罪
だ
っ
た
が
、

部
長
は
正
直
に
副
知
事
に
報

告
。
懲
戒
免
職
さ
れ
た
。

　

大
阪
本
部
の
猥
褻
画
像
サ
ー

バ
ー
共
有
係
長
も
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
だ
っ
た
。
フ
ェ
ラ
チ
オ
や
女

性
の
全
裸
画
像
を
サ
ー
バ
ー
に

保
存
。
他
の
職
員
ら
と
閲
覧
し

て
い
た
。
女
性
職
員
が
公
益
通

報
。
騒
動
に
な
っ
た
。

　
「
誤
っ
て
保
存
し
た
」
と
し

て
文
書
訓
告
処
分
さ
れ
た
。
公

益
通
報
し
た
女
性
職
員
は
「
公

益
通
報
で
不
当
な
扱
い
を
受
け

た
」
と
当
時
の
飯
泉
知
事
を
提

訴
。
最
高
裁
は
知
事
に
十
万
円

の
支
払
い
を
命
じ
た
。

　

女
性
職
員
は
公
益
通
報
や
裁
判

で
、
宿
舎
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
ポ

ス
ト
に
上
司
の
次
長
が
「
好
き
で

す
」
と
恋
文
を
投
函
し
て
い
た
こ

と
を
暴
露
。「
大
阪
本
部
は
エ
ロ
本

部
か
」
と
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

公
用
車
で
靴
下
等
を
盗
ん
だ「
足

フ
ェ
チ
副
課
長
」
も
県
庁
を
激
震

さ
せ
た
。
昼
休
み
に
自
転
車
で
出

動
。
目
星
を
つ
け
て
い
た
物
干
し

場
の
女
性
用
靴
下
を
盗
み
、
張
り

込
み
中
の
警
察
に
御
用
に
な
っ
た
。

　

県
庁
の
机
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か

ら
は
女
性
用
靴
下
や
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
、
サ
ン
ダ
ル
等
が
大
量
に
見
つ

か
っ
た
。
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
エ

リ
ー
ト
幹
部
だ
っ
た
が
偏
執
的
な

「
足
フ
ェ
チ
」に
足
を
す
く
わ
れ
た
。

　
「
ラ
ブ
ド
ー
ル
係
長
」
も
話
題
を

呼
ん
だ
。
藍
染
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

で
マ
ネ
キ
ン
の
代
わ
り
に
活
用
。

委
託
業
者
と
と
も
に
大
阪
の
展
示

場
で
購
入
。
公
用
車
で
徳
島
に
持

ち
帰
っ
た
。
代
金
は
約
四
十
万
円
。

　

係
長
は
当
時
の
飯
泉
知
事
直

系
だ
っ
た
が
、
虚
偽
公
文
書
の

作
成
等
が
問
わ
れ
懲
戒
免
職
さ

れ
た
。
ラ
ブ
ド
ー
ル
係
長
は
県

庁
を
去
っ
た
が
、「
藍
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
た
ラ
ブ
ド
ー
ル
は
今

も
倉
庫
で
眠
っ
た
ま
ま
だ
。

　

フ
ー
ゾ
ク
マ
ニ
ア
で
有
名
な

町
長
も
い
る
。
町
議
時
代
、
夜

の
徳
島
市
で
「
い
い
店
な
い
か
」

と
右
往
左
往
。
当
時
の
町
長
に

バ
イ
ア
グ
ラ
入
り
焼
酎
を
飲
ま

せ
た
逸
話
も
。
町
長
に
な
り

フ
ー
ゾ
ク
熱
も
冷
め
た
か
。

　

個
性
豊
か
な
公
職
者
の
ハ
レ

ン
チ
列
伝
。
フ
ー
ゾ
ク
や
性
的

嗜
好
に
癒
し
を
求
め
英
気
を
養

う
の
は
結
構
だ
が
、
犯
罪
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
Ｎ
Ｇ
だ
。
エ

ロ
事
に
注
力
す
る
情
熱
を
公

務
に
捧
げ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
「
暴
走
症
候
群
」
続
出
だ
。
徳
島
県
の
後
藤
田
知
事
だ
。
新
ホ
ー
ル
は

選
挙
公
約
の
「
建
設
費
半
減
」
に
こ
だ
わ
り
、
自
爆
。
国
際
戦
略
は
高

校
生
を
だ
し
に
使
う
な
ど
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ　

Ｋ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ａ
」
が
、「
県
庁
は
い
つ
か
ら
旅
行
会
社
に
な
っ
た
の
か
」
と
県
民
の

顰
蹙
を
買
っ
て
い
る
。
県
政
改
革
を
訴
え
当
選
し
た
が
、
浮
か
び
上
が

る
の
は
統
治
能
力
の
欠
如
。
副
知
事
な
ど
重
臣
は
物
言
え
ば
唇
寒
し
か
、

「
大
風
呂
敷
や
ハ
ッ
タ
リ
は
い
い
加
減
に
す
べ
し
」
と
の
箴
言
は
不
発
。

県
民
間
に
は
「
期
待
外
れ
だ
っ
た
」
と
後
藤
田
離
れ
が
加
速
す
る
。
任

期
半
ば
で
早
く
も
切
れ
始
め
た
後
藤
田
知
事
の
「
賞
味
期
限
」
…
。

　

大
阪
市
内
の
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
の
イ
メ
ー

ジ
ガ
ー
ル
。
き
び
き
び
し
た
物
腰
で
客
の
注

文
を
こ
な
し
て
い
た
。
華
や
か
な
存
在
感
で

注
目
を
集
め
る
。

　

話
を
聞
く
と
、
名
前
は
ル
イ
さ
ん
。

二
十
三
歳
。
大
阪
市
内
在
住
の
大
学
生
。
近

づ
い
て
写
真
を
撮
ろ
う
と
す
る
と
、
や
ん
わ

り
「
Ｎ
Ｏ
サ
イ
ン
」。

　
「
徳
島
か
ら
来
ま
し
た
」
と
耳
打
ち
す
る

と
、「
遠
く
か
ら
こ
っ
そ
り
撮
っ
て
ね
」。
愛

く
る
し
い
笑
顔
を
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
。
帰
り
際

に
「
写
真
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
気
立
て
の
い
い
お
嬢
さ
ん
だ
。

№157

予備軍は

  まだいる？！

　

支
離
滅
裂
な
情
報
公
開
だ
。
徳
島
県
の
国
際
定
期
便
利
用
促
進

事
業
だ
。
同
一
の
公
文
書
な
の
に
、
非
開
示
の
黒
塗
り
部
分
が
日

替
わ
り
で
変
わ
っ
て
い
る
。
あ
る
時
は
「
黒
塗
り
」
、
あ
る
時
は
「
公

開
」
。
恣
意
的
で
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
公
文
書
公
開
。
黒
塗

り
理
由
も
こ
じ
つ
け
と
嘘
っ
ぱ
ち
。
「
透
明
度
Ｕ
Ｐ
」
を
標
榜
す

る
後
藤
田
知
事
だ
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
行
政
情
報
の
隠
蔽
。

県
民
の
「
知
る
権
利
」
を
恣
意
的
に
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
。

　

現
職
の
三
選
な
る
か
。

四
月
の
東
み
よ
し
町
長

選
。
三
選
目
指
す
現
職

の
松
浦
敬
治
町
長
に
元

県
職
員
の
藤
枝
主
市
氏

が
挑
む
。
庁
舎
統
合
問

題
で
東
み
よ
し
町
と
裁

判
中
。
法
廷
バ
ト
ル
が

政
争
に
発
展
し
た
。

　

松
浦
町
長
は
町
議
か

ら
転
身
し
た
。
現
在
二

期
目
。
過
去
二
回
の
町

長
選
は
い
ず
れ
も
選
挙

戦
に
突
入
し
た
。
元
町

議
や
僧
侶
等
と
戦
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
千
票
以

上
の
差
を
つ
け
対
立
候

補
を
退
け
た
。

　

来
年
四
月
の
町
長
選
も

対
抗
馬
が
現
れ
た
。
県
職

員
Ｏ
Ｂ
の
藤
枝
氏
。
庁
舎

統
合
問
題
で
町
の
対
応

を
批
判
。
町
を
相
手
取
り

提
訴
、
新
庁
舎
建
設
に
か

か
る
予
算
の
執
行
停
止

を
求
め
て
い
る
。

　

庁
舎
問
題
が
争
点
の
一

つ
に
な
り
そ
う
な
町
長
選
。

松
浦
町
政
の
ま
ち
づ
く
り

実
績
も
争
点
だ
。
初
当
選

時
に
訴
え
た
「
ず
っ
と
住

み
た
い
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
は
ど
こ
ま
で

実
現
し
て
い
る
の
か
。

　

二
期
目
の
四
年
間
、
松

浦
町
長
は
様
々
な
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
事
業

を
展
開
し
た
。
保
育

料
無
料
化
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
行
開
始
、

に
し
阿
波
い
ち
ご
タ

ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
始
動
。
危
機
管
理

課
を
設
置
し
た
。

　

吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
は
新
あ
い
あ

い
橋
や
加
茂
農
村
公
園

の
新
遊
具
を
整
備
、
魅

力
度
を
高
め
た
。
三
好

東
部
火
葬
場
「
吉
野
の

風
」
を
供
用
開
始
。
み

か
も
認
定
こ
ど
も
園
も

開
設
し
た
。

　

三
好
市
と
共
同
で

取
り
組
む
広
域
行
政

で
は
、
民
間
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
ご

み
処
理
施
設
の
整

備
に
着
手
。
し
尿

を
処
理
す
る
浄
化

セ
ン
タ
ー
を
整

備
。
効
率
的
な
行
政
運
営

と
施
設
整
備
を
行
っ
た
。

に
し
阿
波
い
ち
ご
タ
ウ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一

年
中
い
ち
ご
が
生
産
で
き

る
特
性
を
生
か
し
、
東
み

よ
し
町
や
徳
島
県
、
企
業

や
生
産
組
合
な
ど
官
民
参

画
の
い
ち
ご
タ
ウ
ン
を
整

備
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

メ
イ
ン
は
観
光
い
ち
ご

農
園
。
い
ち
ご
グ
ッ
ズ
の

販
売
や
新
規
就
農
者
の
研

修
ハ
ウ
ス
機
能
も
持
た
せ
、

観
光
客
の
誘
致
や
就
農
希

望
者
の
受
入
れ
な
ど
、
い

ち
ご
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
町
内

の
タ
ク
シ
ー
会
社
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
送
迎
サ
ー
ビ

ス
。
町
民
の
利
便
性
向
上

を
目
指
す
。
事
前
予
約
制

で
基
本
料
金
は
三
キ
ロ
ま

で
五
百
円
。
同
乗
者
一
人
に

つ
き
二
百
円
加
算
さ
れ
る
。

　

二
期
八
年
間
自
然
体
の

政
治
姿
勢
で
「
ず
っ
と
住

み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
松
浦
町
長
。
こ
れ

ま
で
の
町
政
運
営
の
実
績

を
町
民
が
ど
う
評
価
す
る

か
。
町
長
選
は
四
月
七
日

告
示
、
十
二
日
投
開
票
だ
。

▲公開時期で黒塗り部分が異なる県の公文書。県情報公開審公開時期で黒塗り部分が異なる県の公文書。県情報公開審
査会への不服申し立てが注目されている。査会への不服申し立てが注目されている。
▲公開時期で黒塗り部分が異なる県の公文書。県情報公開審
査会への不服申し立てが注目されている。


